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本論文は、サステイナブル・ツーリズム指標（STI）に関する国際的な事例研究の一環とし
て、欧州連合（EU）が構築した「持続可能な観光地経営のためのヨーロッパ・ツーリズム指
標システム（ETIS）」について、EUの観光政策の進展と関連づけながら論じたものである。
同システムは、STIの世界的規準及び欧州委員会が開発した既存の中核的指標をベースとし、
観光地が持続的経営を行なうために活用できるツールを提供しようとするものである。指標開
発においては、観光地経営、経済的価値、社会・文化的影響、環境への影響といった4つの規
準による包括的なアプローチが提示されている。その背景には、持続可能で高品質の観光地と
してのヨーロッパの地域ブランドを確立し、国際的な競争力を高めようとするねらいがある。
日本においても STIの構築と地域適用が具体化しつつある中、STI開発の先進地域である EU

の実情と課題を知ることは意義あるものと考える。

キーワード：観光地マネジメント、欧州連合（EU）、指標システム分析

1．研究の背景と目的

2013年、欧州連合（以下、EUと略す）は観光分野における従来の持続可能性指標を見直し、
新たに「持続可能な観光地経営のためのヨーロッパ・ツーリズム指標システム（ETIS：European

Tourism Indicator System for the Sustainable Management of Destinations）」を再構築した。同シス
テムは、2013年7月から2015年末までの試行期間において更なる改良が施されることになって
いるが、既に EU域内の100を超える観光地及び観光マネジメント組織（DMO：Destination Man-

agement Organization）が同システムの適用を検討している1）。
観光分野における持続可能性を測る指標（STI：Sustainable Tourism Indicator）開発の系譜と

しては、1つには1992年に開催された「環境と開発に関する国際連合会議（UNCED）」、所謂
「第1回地球サミット」以降、世界観光機関（UNWTO：Word Tourism Organization）が中心

1） ETIS開発を統括したサリー大学のミラー教授への聴き取り調査に基づく。
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となって段階的に推進してきた国際的な取り組みが挙げられる（二神2008、2013）。そうした
潮流の中で、UNWTOも含む約30の国際機関で構成される世界持続可能な観光協議会（Global

Sustainable Tourism Council）は2008年、ホテル及びツアー・オペレーター向けの「世界規模で
の持続可能な観光規準」（GSTC：Global Sustainable Tourism Criteria）を策定している。さらに
観光目的地向けの基準（GSTC-D：Global Sustainable Tourism Criteria for Destination）がパイロッ
ト研究2）を経て2013年に策定され、現在、世界の複数の観光地において適用されている。
こうした世界的な取り組みと同時に、もう1つは世界の諸地域において、観光分野の持続可

能性を観光政策の中で明確に位置づけ、観光地経営において具現化する動きも見られる。観光
を取り巻く環境は地域によって異なり、「持続可能性」の捉え方も一様ではなく、各地域の観
光ビジョンによって開発される指標も多様なものとなる。
本稿の目的は、こうした観光を取り巻く世界情勢を踏まえた上で、EUによる指標システム

の開発動向について、EUの観光政策の進展と関連づけながら論じるとともに、観光地マネジ
メントのツールとしての同システムの有効性を考察するものである。

2．研究方法

上記の研究目的に沿って、本稿ではまず EUの行政機関である欧州委員会（European Commis-

sion）企業・産業局が策定したツーリズムに関するコミュニケーション（政策文書）のうち2001
年から2010年までの主要な5つの政策文書の比較分析を行った。さらに、ヨーロッパの持続可
能な観光を推進するうえで重要な役割を果たしているツーリズム持続可能性グループ（TSG：
Tourism Sustainability Group）がまとめた報告書（2007）3）の考察も行なった。これらは、ETIS

構築に向けた持続可能な観光指標開発の政策的根拠となっているものである。
EUの観光政策の観点からみた ETIS構築の狙いを明らかにした上で、次に ETISの指標シス

テム分析を行なった。ETISに関しては、ETISの地域適用方法に必要な基本的ツールキット（21
カ国語に翻訳されたガイドライン）及び付随資料、さらに ETIS実現可能性調査報告書が公開
されている3）。それらを基に、1）ETISの開発プロセス、2）ETIS開発に向けたフィージビ
リティ・スタディ、3）ETISの特徴、そして4）ETISの現状と今後の展開といった4つの観
点から考察していく。尚、ETISの現状と今後の展開については、公益財団法人日本交通公社
主催の研究会（2013年8月30日開催）において、ETIS開発を統括したサリー大学のミラー教
授に対して行われた質疑応答から得られた知見を踏まえて述べていく。最後に、ETISの分析
結果に基づき、日本の観光地で活用する場合の可能性と課題について論じる。

2） 2012年から2013年にかけて、パイロット研究が世界の6カ所で行なわれている Okavango Delta, Botswana；
黄山景勝地（中国）、Lanzarote; Fjord Norway, Norway; St. Kitts and Nevis; and Teton County, Wyoming, USA

3） TSGは欧州委員会によって2004年に創設された組織であるが、ヨーロッパ観光に関係する多様な機関や団
体のメンバーから構成され、ヨーロッパ観光の持続可能性に関する情報提供を行っている。2007年の文書は、
持続可能な観光の達成に関して、直面する課題を明らかにしたうえで、行動のための枠組み、戦略計画、指
標によるモニタリング、関係諸機関・団体の役割を明記している。文書は ECの HP参照 http://ec.europa.eu/en-

terprise/sectors/tourism/files/docs/tsg/tsg_final_report_en.pdf
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表1．主要な観光政策コミュニケーション4）

資料：欧州委員会／企業・産業総局COM（2001―2010）をもとに作成。タイトル（邦題）は引用者仮訳。

3．結果と考察

（1）EUの観光政策：持続的成長戦略の展開
近年、世界規模での観光市場の拡大及び新興国・地域の成長に伴い、従来は観光の明確な政

策的位置づけをしてこなかった EUも観光分野へ積極的に関与するようになってきた。そうし
た EUの新たな観光政策を反映しているのが、2000年以降に策定された一連のコミュニケー
ションとよばれる政策文書である（表1）。そこで、観光分野における EUの新たな政策がど
のように展開してきたのかについて、コミュニケーションの内容を分析し、約10年間に亘る政
策上の変化を追っていく。

2001年のコミュニケーションは、1997年以来の「観光と雇用」に関する議論を締めくくるも
ので、持続的、高品質、かつ競争力ある観光に向けて EUが取り組むべき、主要な4分野（情
報・訓練・品質・持続性）における10の行動指針を提示している。その中で、アジェンダ21に
基づく観光活動の持続可能な成長（行動指針8）と観光地の品質管理に必要な評価方法・ツー
ルとして指標の策定（行動指針10）が明記されている。
2003年のコミュニケーションは、従来のものより包括的なアプローチで観光の持続的成長を
推進する内容となっている。これは、前年にヨハネスブルクで開催された持続可能な開発に関
する世界会議の成果を踏まえ、ヨーロッパ観光の持続可能性を経済、社会、環境の3本柱で打
ち立てる意図を表明したものである。この政策提言に基づき、2004年には中核となる推進組織
として TSGが設立され、ヨーロッパ版の観光アジェンダ21の策定作業が開始された。TSGは
官民の観光専門家、観光産業界の代表者、そして EU加盟国の代表者から構成されており、観
光に携わる多様なステークホルダー同士の連携によるシナジー効果を高めることが期待されて
いた。同時に、世界観光機関からも代表者がメンバーとして加わるなど、EUはサステイナブ
ル・ツーリズムの分野で国際機関との連携強化も図っている。その後、TSGが構築した観光
地の持続可能性指標は、今回の ETISの基礎をなすものとなったのである。
2006年のコミュニケーションは、持続的かつ競争力あるヨーロッパ観光の存在感を一体的に
高めるため、共通目標の設定と役割の明確化に注力した内容となっている。持続的な観光地経
営に関して特筆すべき新たな取り組みとしては、持続可能性を向上することに成功した観光地

4） 政策文書は ECの HP参照 http://ec.europa.eu/enterprise/sectors/tourism/background/index_en.htm
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表2．国際観光客到着数、世界シェア及び成
長率

資料：世界観光機関、UNWTO Tourism Highlights（2013）
をもとに作成

を表彰し、受賞地同士をネットワーク化することでヨーロッパ全体の観光地としての価値を高
める、「ヨーロッパの卓越した観光地」（EDEN：European Destination of Excellence）プロジェク
トを2006年に開始したことが挙げられる。同プログラムに参加した観光地は既に100を超えて
おり、この EDENの観光地ネットワークは ETISの取り組みを EU域内に拡大するうえで重要
な役割を果たすことになったのである。
2007年のコミュニケーションは、表題が示すとおり、持続可能性と競争力との均衡及び相互
依存性に焦点が当てられた内容となっている。基本的には、観光地の持続可能性を高めること
は、競争力を高めることになるという主旨の内容であり、ヨーロッパ全体の観光地としての競
争力を高めるためには全ての観光地及びステークホルダーがサステイナブル・ツーリズムに取
り組む必要性を強調している。そのための原則として9項目が列挙されているが、その1つが
「継続的にモニタリングをすること」となっている。
その後、ヨーロッパの観光を取り巻く環境は厳しさを増してきた。新興国の台頭、及び世界

的な経済不況、とりわけ EU内の歴史的観光地であるギリシャ、スペイン、そしてイタリア等
を襲った財政危機・景況悪化は、ヨーロッパの観光産業に打撃を与えた。国際観光客到着数の
年平均成長率（2005年から2012年）を地域別に見ると、アジア太平洋及びアフリカが6パーセ
ントを超える一方、ヨーロッパは2．5パーセントに留まった（表2）。

2010年のコミュニケーションは、国際観光市場における競争力低下に危機感を持った EUが、
より包括的な観光政策を打ち出すために策定したものである。表題が示すとおり、ヨーロッパ
がインバウンド観光（国際観光到着者数）No1の地位を維持するための新たな行動指針の枠
組みが提示されている。前年の2009年12月に発効したリスボン条約においてツーリズムは重要
な政策分野の1つとして規定され、これによって EUは加盟国の観光分野における活動に対し
て支持、調整、補完といったアクションを実行することができる法的根拠を得た5）。2010年の

5） リスボン条約195条では、「欧州連合はツーリズムセクターにおいて、特に同セクターの競争力を高めるため
に、加盟国の行動を補完する。その目的のために連合は、（a）ツーリズム活動を行う良好な環境づくりを促
進し、（b）特に成功事例の情報交換を行うことで加盟国間の協力を高め、（c）ツーリズに対する包括的なア
プローチを策定することを目指す」と規定されている。条文参照 http://www.lisbon-treaty.org/wcm/
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コミュニケーションでも、この法的根拠となった第195条が記載されており、EUの政策にお
けるツーリズムの重要性が認識されたこと、またツーリズムの分野における EUの権限が法的
に強化されたことにより、EUで統一した行動をとるための新たな包括的枠組みを設定できる
ようになった点が強調されている。そのうえで具体的には、取り組むべき優先課題として、1）
観光分野の競争力強化、2）持続的、高品質、かつ責任ある観光の推進、3）持続的かつ高品
質な観光地が集まった地域としてヨーロッパの統一したブランドイメージの創出、そして4）
観光開発のため財政的な政策や手段の最大限の活用という、4つの項目が掲げられている。さ
らに、これらの課題に基づいた21の行動計画が打ち出されている。このような政策的枠組みの
中で構築されたのが、次に取り上げる「持続的な観光地マネジメントのためのヨーロッパ・ツー
リズム指標システム（ETIS）」である。特に、上記の優先課題2で取り上げられた「持続的、
高品質、かつ責任ある観光の推進」の文脈の中で、既存のイニシアティブである EDENや NEC-

STouR（Network of European Regions for a Sustainable and Competitive Tourism）と協力して ETIS

を開発することの重要性を説いている。
以上、ヨーロッパにおけるツーリズムの役割や影響力が認識されるようになったことを背景

に、本格的なツーリズム政策が EUによって策定されるようになった2001年に出されたコミュ
ニケーションから、最新の2010年までのコミュニケーションの分析を通して EUのツーリズム
政策の展開を考察してきた。その結果、本論文が取り上げる ETISと呼ばれるヨーロッパのツー
リズム指標システムとは、ヨーロッパを取り巻く環境の変化や時代の要請に応じた長年の政策
的な積み重ねを経た1つの到達点であることが分かった。さらに、ETISは環境的な持続可能
性や社会的公平・包摂を達成する目的も確かに重要視されているが、何よりも EUが世界の中
で競争力を維持する目的で導入されるのだということが明らかになった。これらの点は、今後
仮に日本が同様のシステムを導入することを構想する場合は留意すべきであろう。

（2）ヨーロッパ・ツーリズム指標システム（ETIS）の開発プロセス
1）欧州委員会による観光地マネジメントのための指標開発の経緯
欧州委員会（EC：European Commission）主導の下、ヨーロッパにおける持続可能な観光地

マネジメントのための指標開発は、これまで段階的に進化のプロセスを経て、今回の ETIS構
築に至っている。そのプロセスの起点は、前述のツーリズム持続可能性グループ（TSG）の創
設であり、その活動を通してヨーロッパにおける持続可能な観光地マネジメントの仕組みづく
りと指標開発の基礎が形作られた。その詳細は TSG（2007年）の報告書「持続可能なヨーロッ
パ観光に向けた行動」にまとめられている。第一に、ヨーロッパ観光の持続性の目標として、
UNWTOと UNEPとが2005年に政策立案者向けに提示した12のアジェンダ6）に依拠しながら、
3つの目標を設定し、さらに各目標に対して2つの行動指針を掲げている（表3）。

6） Making Tourism More Sustainable , A guide for policy makers UNWTO/UNEP,2005, pp.18―19.
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表3．ヨーロッパ観光の持続可能性上の目標

出典：Tourism Sustainable Group（2007）をもとに作成。引用者仮訳。

表4．ヨーロッパ観光の持続可能性上の主要な課題

出典：Tourism Sustainable Group（2007）をもとに作成。引用者仮訳。

そのうえで、ヨーロッパ観光の持続可能性上の課題として、以下の8つの項目を掲げ、それ
に対応するような形で観光目的地の持続可能性を測るための指標リストを作成している。

指標作成にあたっては、既存の指標として UNWTOや EUROSTAT（EC統計担当部局）等
が開発した指標を参照しながら行っている。その結果、50の指標（中核となる指標26及びその
他の指標24）からなる一覧表を作成し、それぞれの指標に対して、1）目的（指標が示すこと）、
2）データの収集方法、3）持続可能性上の目標項目（表3）、そして4）持続可能性上の課
題項目（表4）を明示している。そのうえで、観光地マネジメントの当事者（EU・加盟国・
地方自治体／DMO・観光事業者・その他）に対して、8つの課題ごとの果たすべき責任と取
るべき行動を明確にしているのである。
こうして周到に開発された TSG指標は、前述の EDENネットワーク等に参加している観光

地（15ヶ所）で試験的に適用された。それらの結果を踏まえた上で、持続可能性性指標を用い
た観光地経営をさらにシステム化する目的で作られたのが、2013年2月に導入が開始された
ETISである。

2）ETIS開発に向けたフィージビリティ・スタディ
欧州委員会により ETIS開発を委託されたサリー大学7）は、国際的な非営利組織である Sus-

tainable Travel Internationalと INTASAVE Partnershipと共同で ETIS構築に取り組んできた。そ
の結果、2012年1月から2013年3月の約1年間を要して多面的に行なわれた実現可能性調査を
経て ETIS構築に至っている。そのプロセスにおいては、具体的に下記の5つのステップを踏

7） イギリスのサリー州ギルフォード・タウンに位置する大学。観光・ホスピタリティではトップレベルの実績
を挙げている。
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表5．ETIS 開発に向けた5つのステップ

出典：サリー大学HP及びミラー教授の聴き取り調査をもとに作成。

んで遂行されてきた8）。

8） 各段階に関する詳細な報告書は、サリー大学 HP上で公開されている。
http://www.surrey.ac.uk/shtm/research/projects/study_on_the_feasibility_of_a_european_tourism_indicator_system_for_

sustainable_management_at_destination_level.htm

表6．既存の国際的な持続可能な観光指標システムの比較分析に基づく提言の要約

出典：European Commission（2012）Study on the Feasibility of a European Tourism Indicator System for Sustainable
Management Destination Level, Results from Task 1C）: Report on Existing Systems of Indicators for the Sustain-
able Management of Destination, pp.51―52をもとに作成。引用者仮訳。



NUCB JOURNAL OF ECONOMICS
AND INFORMATION SCIENCE vol.59 No.1

―224―

第1ステップでは、まず世界の代表的な持続可能な観光指標（STI）として35システムがレ
ビュー対象候補として取り上げられている。その中から20システムに絞られたのち、最終的に
8システムが選択され、各事例の概要と長所・短所を詳細に比較分析・評価が行われている。
これらの事例分析の結果、ST指標システムの開発及び適用に関しては、表6のような提言が
なされている。今後、日本も近い将来このようなシステムを構築するとしたら、こうした提言
を踏まえて開発していく必要があろう。
提言の内容を見ると、持続可能な観光指標システムを開発するうえで留意すべき点が多面的

に指摘されていることが分かる。ここで特に今後システム開発を検討している日本にとって重
要であると思われる点を中心に述べてみたい。まず指標についてであるが、1つは「利用及び
管理の容易さ」という点が強調されている。それは、指標のカテゴリー、用いられる指標数、
指標が対象とする領域、さらに指標の重要度（中核的かそれ以外かの区別）といった面で考慮
すべき点である。これまでも、UNWTO／UNEPや世界持続可能協議会（GSTC）等が開発した
既存の指標システムに対して、利用及び管理の観点から批判的な考察がなされている9）。今回
開発された ETISを検証してみると、そうした批判を回避するため意識的に採用している方法
がいくつか見られる。それは、1）指標には重要な指標（中核的指標）とそれ以外の指標とに
明確に分け優先づけをしていること、2）指標総数は67にのぼるが、中核となる指標の数は27
に押さえていること、そして3）TSG指標など既存の指標システムとの統合を目指している
ことである。
さらにその他の項目に関して提言がどのように活かされたかを検証すると、今回の ETISの

最大の強みとしてツールキットの開発が挙げられる。それは、ETIS開発の目的が単なる指標
リストの提示に留まらず、指標システムを構築することであったことに起因する。IC技術を
活用し、オンライン上から容易にアクセスできるツールキットを EU全域の DMOに対して提
供している点である。そして指標システムを用いて収集されたデータに基づく報告が欧州委員
会に集約される仕組みを作り上げたことを意味する。それによって、観光目的地としての EU

全域の観光の質の保証がなされ、ブランド力および競争力を高めることが期待されているので
ある。果たして、ETISによって期待したとおりの成果を達成できるかどうかは、参加する観
光目的地や DMOが EU全域に拡大し、システムが継続して利用される必要がある。この点に
関しては、ヨーロッパにおける既存の ST指標の実践機関に対して行ったフィージビリティ・
スタディが、実践者の立場からみたシステムに対する要望や提案を明らかにしているので、次
に第2ステップの結果を検証していきたい。
第2ステップでは、ヨーロッパ域内における先行的取り組みとして NECSTouRと EDEN観

光地を対象に、既に適用している TSG中核指標の結果に関する評価レポートの内容分析と担
当者への聴き取り調査が行なわれている。
その結果を考察にするにあたっては、 NECSTouRの特性を理解する必要がある。すなわち、

NECSTouRは、ヨーロッパ全域におよぶ持続的かつ競争力のあるツーリズムのためのネット
ワークを意味し、前述の2007年の観光政策コミュニケーション「持続可能で競争力あるヨーロッ
パ観光に向けた課題」に応えるために同年に設立されている。NECSTouRはヨーロッパとい
う地域レベルで持続可能かつ競争力の観光地指標の導入及び実施等を支援するアプローチを

9） 二神真美（2013）を参照。
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採っているため、全体を調整することが最大の課題となっており、今回のフィージビリティ・
スタディでもそうした特性が反映されている。第2ステップにおいても、調査結果に基づいた
提言がなされている。これらの提言は、既存のヨーロッパの TSG指標の評価やヨーロッパの
観光地の ST指標を利用したうえでの評価に基づいてなされていることから、実践上の課題が
多数指摘されている点が注目に値する。それらの提言をまとめたのが表7である。ここでは、
国際的な取り組みと共通する1）予備的実施、2）指標、3）ツールキット、4）報告の4つ
の項目に加えて、5）モニタリングシステムに関しても提言がなされている。これは、今回の
ETISが今後 EU全域に拡大することを想定して開発されたシステムであるからに他ならない。
こうした点に留意して、NECSTouRと EDEN観光地に関する報告書の見直し及び担当者から
の聴き取り調査に基づく提言を考察していく。
予備的実施（piloting）に関しては、3つの点において重要な提言がなされていると言える。

1つは、明確な目標・目的の設定とそのプロセスへのステークホルダーの参加の重要性である。
これは、ETISのように EU全域に共通に提供される指標システムの場合、最も重要になって
くるのが当事者意識（ownership）であろう。すなわち、この場合、異なる立場のステークホ
ルダーが予備的実施の開始時点から当事者意識を持って参加することが不可欠なのである。そ
のためにも何のために新たな指標システムを導入するのか、なぜ予備的実施を行うのか、といっ
た点を明確にしておくことが、参加の意欲を高め、主体的に参加するステークホルダーを増や
すことになるのである。2つ目は、対象地域の地理的境界を明確にすることの重要性である。
ETISの目的は、持続可能な観光の達成度を人間の感覚にだけ頼るのではなく、より正確な科
学的データに基づいて測定し、その結果に基づいてより望ましい政策立案をし、必要な対策を
講じることである。そのためには、包括的かつ正確なデータを収集することが肝心であり、従
来の観光データが不十分な状態にある一因が地理的境界の不明確さだからである。この点は、
今後こうした指標システムを日本においても導入する場合、十分に議論し精査しておく必要が
ある。3つ目は、指標システムへの参加を考えている地域に対して提供するサービスとして、
参加可能性の度合いとシステムを運営する費用対効果に関する何らかの見通しが立つような支
援をする必要性である。この点は、後述するように繰り返し問われる課題であり、今もって明
快に応えられていない。しかし、逆に言えば、この点について応えられるようにすることが、
こうした指標システムを導入し、継続していける鍵となるのである。
指標については、データ収集に関する6つの基本的な質問に対応することが、提言として挙

げられており、この点は指標システム構築の中核的な部分と言える。この点について今回開発
された ETISを検証してみると、指標ごとにこれらの事項に対して可能な限り応える形で必要
な情報がガイドラインに掲載されている。この点は、これまで世界的取り組みとして主流であっ
た UNWTOや GSTCの指標より大幅に改善されている。指標に関してのもう1つの重要な指
摘は、既存のシステムとの整合性である。EUの場合は、欧州委員会傘下の TSGが既に指標を
用いた仕組みがある程度適用されている中に、新たなシステムを導入することになり、その際
どのように統合していくのか、あるいは棲み分けるのかが問われている。
ツールキットに関しては、最も留意すべき提言としては、システム利用の一貫性の問題であ

る。前述したように ETISは、EU全域を俯瞰し、ベンチマークと比較した地域ごとの進捗度
を明らかにする目的があり、そのためには地域間比較をより正確なものにするうえで、この一
貫性の問題は極めて重要になってくる。
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表7．NECSTouR と EDEN観光地に関する報告結果のレビューに基づく提言

出典：European Commission（2012）Study on the Feasibility of a European Tourism Indicator System for Sustainable
Management Destination Level, Results from Task 2A）: Review of the NESCTour and EDEN Destination Reports
on Evaluation of Feasibility of TSG core indicators, pp.11―12をもとに作成。引用者仮訳。
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図1 ETIS観光地マネジメントの7つのステップと各ステップにおけるETIS適用上の留意点
出典：欧州委員会（2013）p．17をもとに引用者仮訳

こうした一連のフィージビリティ・スタディに基づき、指標システムの4分野（指標、ツー
ルキット、予備的実施、及び報告）に関して提言がなされ、その内容を反映した形で ETISの
構築へと至ったのである。そこで次に、ETISの特徴について、1）マネジメント方法、2）
指標の体系化の2つの観点から論じていく。ETIS構築に向けては、2012年3月から9月にか
けて実地テストが14の観光地（うち10が中核的テスト観光地）を対象に行なわれているので、
これまでの進捗状況も留意しながら論じていく。

（3）ヨーロッパ・ツーリズム指標システム（ETIS）の特徴
1）ETISによる観光地マネジメント方法
ETISは、観光地マネジメントのために開発された総合的な指標システムであり、従来のよ

うにカテゴリー別の指標リストを作成するだけのやり方とは異なる方法論を採用している。
ETISを適用するための手引書（ツールキット）では、まず ETISによる観光地マネジメント

の方法として、意識啓発から始まり最後の継続的な成長・改善に至る7つのステップが示され
ている（図1）。そして、7つ目のステップに至るとさらに、新たな優先事項を決め行動計画
を策定するため、再びステップ3に戻りステークホルダー作業部会が形成される。このように、
ETISは成長と改善に向けた行動が常に継続するシステムとなっているのが特徴的である。

ETISの最大の特徴は、従来の観光政策や地域戦略では欠落していた実践的な手法を“ツー
ルキット”という形で提供している点である。上記の7つのステップでは、それぞれの段階で
利用できる多様なツールとして、例えばプロファイルシートの見本と雛形（ステップ2）、ス
テークホルダー宛の見本レター（ステップ3）、指標データ収集のためのアンケート調査の見
本（ステップ5）、指標データ記録用紙（ステップ5と6）などが容易にダウンロードして利
用できるように ETIS専用サイト上に掲載されている。中でも特筆に値するのが、全指標（中
核的指標27と選択的指標49）について、詳細な参照シートを作成している点である。すなわち、
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図2 ETIS 観光地マネジメントの4本柱

表8．ETIS 持続可能な観光地：規範と指標数

資料：欧州委員会（2013）ETIS ツールキットを基に作成．

各指標に対して、1)データ収集の理由、2)データの要件、3)単位（パーセントなど）、4)用
語集で説明されている用語、5)データ収集の手法、6)計算方法、7)データ収集の頻度、8)

データ報告の様式（円グラフなど）、9)国際的な基準（ベンチマーク）の有無、10)中心とな
るステークホルダー、11)推奨される行動（政策の見直しなど）、12）参考文献・URLサイト、
という実に12項目についての説明がなされているのである。これは先にも述べたように、将来
的には ETISは EU全域のデスティネーションに適用されることが意図されて開発されている
ためであろう。すなわち、システムの統一性および客観性を可能な限り高め、世界 No1.デス
ティネーションとしてのヨーロッパの地位を堅持するため、個々のデスティネーションを全て
レベルアップする目的で ETISというツールを活用しようとしていると言える。

2）指標の体系化
ETIS指標の特徴は、世界規模の持続可能な観光規範（GSTC）の4本柱に準じて体系化され

ている点である（図2）。

ETISでは観光地の持続可能性に関する4つの柱（観光地マネジメント、経済的価値、社会・
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文化的影響は）それぞれに中核指標と選択指標が配分されている。全体としては、環境への影
響に関する指標数が26と最多となっており、観光地の持続可能性及び競争力を高めるためには
環境を保全することが重要であるという認識が読み取れる。次に指標数が多いのが経済的価値
の18指標であることからも、観光事業の重要性が ETISのシステムの中心に組み込まれている
ことが分かる。ETISの指標に関する具体的な分析に関しては、次稿でさらに詳しく論じてい
きたい。

（4）ETIS の現状と今後の展開
開発された ETISは、現在2回のパイロット・スタディを通してシステムとしての評価がな

されている。2013年6月15日から2014年4月15日まで行われた1回目に続いて、2回目のパイ
ロット・スタディが2014年4月16日から12月31日までの予定で行われ、その間に参加したデス
ティネーションから収集される指標データに基づいて分析が行われるとともに、参加者からの
フィードバックを得ながら ETISの見直しや改善が行われ、より完成度を高めることになって
いる。
こうした状況を踏まえ、以下では ETIS開発から得られた知見と今後の展望について、開発

プロジェクトにおいて中心的な役割を果たしてきた英国サリー大学のミラー教授への質疑応答
に基づいて述べていく。
①指標開発の失敗要因
指標開発に関して最初に強調されたことは失敗要因についてである。最大の問題は、対象地

域において指標開発に対する意欲および認識が欠如している場合である。したがって、非常に
多面的な指標データを収集する必要性からも、いかに地元の多くの関係者から理解と協力を得
ることができるかが成功の鍵となる。これは特に指標開発の初期の段階において求められる要
件である。海外において指標開発で既に有名となった取り組みを見ると、地域の中に指標開発
に意欲的な中心的リーダーが存在している場合が多いことが分かる。しかし、そうした積極的
な推進者がいなくなると、以前のような取り組みが継続されなくなることがある。例えば、サ
モア、オーストラリアのカンガルー島、ならびにカナダのブリティッシュ・コロンビア州ウィ
スラーなどは、そうした傾向が見られる事例である。
②指標開発の成功要因
地元の多くの人から理解と協力を得る上で重要なことは、指標開発に関して明確な説明をす

ることができることである。そのために重要なこととして2つの点が強調された。1つは、指
標開発の対象地（デスティネーション）はどこか、地理的な範囲を明確に画定する必要がある。
2つ目は、指標開発の対象となるビジネスが何か、公的部門の取り組みのみが対象か、あるい
は民間部門のビジネスも含まれるのかを明確にする必要がある。こうした点が明らかになれば、
特に誰に対して意識を高める必要があるのかがより明確になるとともに、指標開発の重要性に
ついて説得力を持って説明することができるのである。
指標については、特に導入初期の段階では中核となる指標数はあまり多くない方が、特性が

異なる観光地がシステムを適用しやすくなる。多くの観光地が適用するようになりシステムに
慣れてきた段階で、必要に応じて指標の数を増やしていくとよい。そして重要なことは、どの
ようなシステムを構築するかというよりも、そのシステムを通して観光地が定期的に自らを多
面的な指標で見直し、観光地としての持続性と競争力とを高めていくことである。
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③ ETIS適用の現状と展望
2013年8月現在、イギリス国内の72全ての観光地が ETISを適用することに合意し、さらに

EU内のその他104の観光地が同システムを適用することに合意している。このことから ETIS

に対する信頼度はかなり高いと言える。これは欧州委員会が ETISを後押ししていることにも
起因している。但し、EU内での地理的分布を見ると、北部の方が南部より多いことが分かる。
また、これらの観光地が ETISの全指標を用いてデータ収集をするとは考えられないが、相当
数の観光地でデータ収集が一定期間進めば、観光地同士で比較することも可能である。さらに、
欧州委員会では ETISを「認証制度」として活用する方向にいくと考えられる。EU内で ETIS

が成功している理由は、観光地の持続可能性と国際競争力とをリンクさせて ETISを提唱して
いることが大きい。この点は、日本で今後こうした持続可能な観光指標システムを導入する際
にも重要なポイントなると考えられる。

まとめ

本稿では、近年 EUが構築した「持続可能な観光地マネジメントのためのツーリズム指標シ
ステム（ETIS）」について、EUの観光政策の進展と関連づけながら考察した。
2013年2月にブリュッセルにて ETISに関する公開説明会が開催され、ETISシステムへの参
加を希望する観光地が募集され、現在は試行期間にある。欧州委員会は現在、ETISに関わる
専門家集団を形成し、今後 ETIS試行期間中に蓄積される観光地データの解析及び ETISの改
善に向けた体制を整えつつある。今後、数回の見直し段階を経て、より完成度の高いシステム
が構築されていくことが予想されている。
現在、日本においても観光地マネジメントのためのツーリズム指標システムの構築がようや

く開始された。例えば、沖縄県では持続可能な観光を目指し2014年度から「観光成果指標」が
導入された。日本の観光を取り巻く環境は、28カ国から構成される欧州連合の観光を取り巻く
環境とは本質的に異なる点が多い。また、本論文でも明らかになったように、持続可能な観光
地マネジメントのための指標策定に関しては、ヨーロッパでは10年を超える試行錯誤の時を経
た結果、現在の形へと作り上げられていったことも忘れてはならない。その意味でも、今後日
本においてもこの分野での新たな取り組みがなされるには、観光に追い風が吹いている、まさ
に今このタイミングで行なうことには大きな意味があると考える。
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